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問題と目的
自閉スペクトラム症（autism spectrum disorder：

ASD）とは，複数の状況で社会的コミュニケーショ
ンおよび対人的相互反応における持続的な欠陥が
あること，行動，興味，または活動の限定された
反復的な様式を持つことを主たる問題とする，神
経発達症のひとつである（American Psychiatric 
Association，2022）。国際疾病分類第 11 版（ICD-11）
で，ASD 者の中には，小児期，思春期，または成
人期に ASD 特性による困難を補うための特別な努
力を継続的に行うことで，適切に社会に適応するこ
とが可能である者がいると記載されている。彼らの
このような持続的な努力は，特に女性により典型的
であるが，ASD 者の精神的健康と福祉に悪影響を
及ぼす可能性があると明記された（WHO，2022）。
これは ASD 者のカモフラージュと呼ばれ，研究者
の注目を集めるようになった。しかし，Hull et al. 

（2019）は，カモフラージュは ASD 当事者や臨床
家によって長年指摘されてきた現象であり，特に知
的障害のない ASD 者において，広範で重要な現象
である可能性があると述べている。ASD 者はカモ
フラージュを行うことで，他者から承認され関係を
築くことができるという肯定的側面もあるが，その
一方で彼らが周囲に溶け込もうと絶えず努力し自分
をコントロールすることで，精神的健康を損なう
という否定的側面が多くの研究で言及されている

（Hull et al.，2021；Bradley et al.，2021）。
「カモフラージュ（camoufl age）」とは，ある社

会的状況で ASD 特性をできるだけ目立たないよ
うにするために，明らかに学習された，あるいは
暗黙裡に身に着けた，意識的又は無意識的な方略
を使用することと定義される（Hull et al., 2019）。
カモフラージュが社会的状況で起こりやすい問題
であることから，「社会的カモフラージュ（social 
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要約：近年，自閉スペクトラム症（ASD）者が定型発達者の社会に過剰適応するカモフラージュを
行いやすく，それが精神的健康度の低下につながることが指摘されている。これまで ASD 者のカ
モフラージュによる精神的健康への影響については多くの研究で検討されてきたが，ASD 者のカモ
フラージュを引き起こす要因の検討は十分ではない。本研究ではカモフラージュを引き起こす心理
社会的要因とカモフラージュによる心理社会的影響について先行研究の知見を概観し，今後の課題
を検討することを目的とした。国内外のデータベースを用いて 13 件の文献を抽出した。カモフラー
ジュを引き起こす心理社会的要因については，個人的要因から社会的要因まで様々な要因が検討さ
れていた。今後はカモフラージュとの関連が明確でない ASD の診断の有無，自閉アイデンティティ，
カモフラージュの程度の男女差，社会的要因の実証的検討が求められる。また，カモフラージュに
よる心理社会的影響については，精神的健康への悪影響，媒介・調整因子，診断時期への影響が検
討されていた。今後は検討が不十分な社会・文化による差異，社会的場面や状況の違い，他の精神
疾患との関連，カモフラージュを構成する 3 要素の検討が求められる。これらの要因の検討により，
ASD 者のカモフラージュを軽減させる支援方法を探索する必要性が示唆された。
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イデンティティの混乱が起こることの四つを挙げ
ている。国内の先行研究では，木谷他（2020）は，
ASD 者の自己理解グループの参加者 3 名を対象に
半構造化面接を行い，ASD 者は複数のカモフラー
ジュ方略を組み合わせながら圧倒的多数派である定
型者のルールを理解し社会参加をしようと絶えず努
力し，疲労感が強くなっていることを報告した。ま
た，岩男他（2022）は同グループでの座談会での語
りから青年期の女性 ASD 者に見られる社会的カモ
フラージュの功罪について検討し，先行研究と同様
に，他者と関係を結ぶことができることはメリット
だが，カモフラージュを行う苦しみが周囲に理解さ
れづらいことや，ありのままの自分と周囲に合わせ
るときの無理している自分との間で「自分らしさ」
の混乱が生じることがデメリットとして示された。
したがって，ASD 者はカモフラージュにより自分
をコントロールすることで他者とつながろうとした
結果，その目的はある程度達成されるが，心が安ら
ぐ人との繋がりを得ることができなかったり，必要
な支援を受ける機会が失われたり，また自尊心も低
下していったりして疲弊していき，かつそれらの苦
しみが周囲の人からは見えにくいことから，カモフ
ラージュの観点からの ASD 者への支援が必要であ
ろう。

Zhuang et al. （2023） は，前述した文献レビュー
によって ASD 者のカモフラージュを引き起こす要
因について，個人の心理的側面や周囲の人の関わり
方や環境などの社会的側面から検討している。その
結果，ASD 者のカモフラージュを引き起こす心理
社会的要因として，ASD 者が定型発達者の世界に
おいて社会的規範とプレッシャーを強く感じている
こと，社会的に受け入れられることを求め，拒絶さ
れることを怖がること，自分は不完全だ，ASD で
あることを負い目に感じているなどの自尊心が低い
ことやアイデンティティが不安定であることの四つ
を挙げている。以上のように，ASD 者がカモフラー
ジュをおこなう心理社会的動機は一定程度示されて
いるが，先行研究では質的研究が多く，カモフラー
ジュを引き起こす心理社会的要因を実証的に特定す
るためには，量的研究でのカモフラージュに至る要
因の検討も必要である。

これまでの研究では，ASD 者のカモフラージュ
の程度と精神的健康度の関連について多く検討され
てきた。カモフラージュによる ASD 者の精神的健
康への影響を検討することで，ASD 者に対してど
のようなメンタルヘルス支援が適切かを考えるうえ
で示唆を得ることが期待できる。しかし，カモフラー
ジュを軽減するためには，同時にカモフラージュを
引き起こす要因を検討することも必要であるが，こ
れを検討している研究は十分ではない。Zhuang et 

camoufl aging）」と呼ばれることもある。カモフラー
ジュは「補償」，「マスキング」，「同化」の要素に分
類され，出水・石丸（2021）や Hull et al. （2017； 
2019）によると，「補償」とは，ASD に伴う社会的，
コミュニケーションの困難を回避する方法を見つけ
ることで，他者が話したことばをそっくりまねて
話すことなどが挙げられる。「マスキング」は ASD
的な側面を隠し，非 ASD 的な人格を見せることを
指し，例えば自然にではなく意識的に目や鼻先を見
て相手の話を聞いているようにふるまうことが挙げ
られる。「同化」とは，本人が不快だと感じている
状況に対して，その不快感を表に出さずにその場に
溶け込もうとすることを指す。

ASD 者のカモフラージュは海外，特に欧米で研
究が進んでおり，近年は特にカモフラージュによ
る精神的影響を検討したものが多い。Summerill 
& Summers （2025）は，ASD 者のカモフラージュ
による肯定的・否定的影響について，レビュー論
文を含めて幅広い文献検討を行っている。その結
果，カモフラージュは ASD 者に対して短期的には
利益があるが，長期的には悪影響を及ぼすことが
明らかになった。短期的利益としては，スティグ
マを回避できること（Cook, Crane et al., 2021），他
者とのつながりを得られること（Livingston et al., 
2019;Mantzalas et al., 2022; Bradley et al., 2021），
他者とのコミュニケーションの代替方法として使用
できること（Howard & Sedgesick, 2021）が挙げら
れた。一方，長期的悪影響としては，ASD 者は本
当の自分とカモフラージュをしている自分との間
で葛藤が起こり，アイデンティティが脅かされる
などのアイデンティティへの影響，診断の遅れや
誤診，精神的疲労やバーンアウト（e.g., Mantzalas 
et al., 2022; Miller et al., 2021; Radulski, 2022），不
安障害や抑うつ，ストレス，ひいては自殺など

（e.g., Beck et al, 2020; Bradley et al., 2021; Bowri 
et al., 2021）がみられることを示した。以上から
Summerill & Summers （2025）は，ASD 者のカモ
フラージュの肯定的・否定的両方の影響を考慮して，
ASD 者の過剰なカモフラージュを軽減させるため
の介入方法を発展させる必要性を示唆している。

また Zhuang et al.（2023）は質的研究を中心に
系統的文献レビューを行っている。その結果，カ
モフラージュによる ASD 者の精神的健康やウェル
ビーイングへの影響については，カモフラージュ
が ASD 者に対して主体性を発揮し自分を制御する
ための実際的な方法であること，カモフラージュを
する ASD 者は支援者から見逃され，支援されずに
燃え尽きてしまうこと，ASD 者は本当の自分を見
せてしまうと愛されないと思うようになるなど社会
的関係における影響があること，自尊心の低さとア
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マでカモフラージュに関連した報告がされている
こと，（c）ASD 者，ASD 者の家族や教育者，ASD
者と共に働く専門職を対象に含むこと，または非
ASD 者を対象とし ASD 特性を尺度で測定している
こと，（d）2023 年 1 月以降に出版された，査読付
き学術雑誌論文であることを条件とした 1。日本国
内の文献についても，CiNii と Google Scholar を用
いて，同様の条件と用語で検索を行った。

対象論文の抽出と分析内容
選定の結果，PubMed から 12 件が抽出された。

APA PsycArticles, APA PsycINFO, ERIC からは
対象となる論文は抽出されなかった。国内の文献で
は対象論文は抽出されなかった。また，上記データ
ベース以外で見つかった（a）～（e）の条件を満た
す日本人対象の量的研究 1 件も含め，最終的に計
13 件の論文をレビュー対象とした。分析では，研
究の目的，研究デザイン，対象者数（性別・群），
年齢，測定方法を抽出した。また，研究成果に関し
ては，カモフラージュを引き起こす心理社会的要因，
カモフラージュによる心理社会的影響の 2 つに分類
して記した。Table1 にレビュー対象の研究一覧を
示す。

結果
研究の目的

研究の目的は，カモフラージュを引き起こす要因
の検討が 5 件，カモフラージュによる精神的健康へ
の影響の検討が 6 件，ASD 者・非 ASD 者本人と
それぞれの養育者の評定の差の検討が 1 件，多国間
比較が 2 件，カモフラージュと ASD の診断年齢と
の関連の検討が 1 件，性別による差の検討が 1 件，
ASD 者と非 ASD 者のカモフラージュの程度の差の
検討が 3 件，自国版（日本版）CAT-Q （Camoufl aging 
Autistic Traits Questionnaire: 社会的カモフラー
ジュ行動尺度）の作成及び信頼性・妥当性の検討が
1 件であった。

研究デザイン
量的研究は 11 件，質的研究は 2 件であった。量

的研究はすべて質問紙調査を実施しており，質的研
究は面接法のみ 1 件，質問紙法と面接法の併用が 1
件であった。12 件が横断研究，1 件が横断研究と縦

al. （2023）が 2001 年～ 2022 年 12 月までの研究を
対象に，カモフラージュを引き起こす心理社会的
要因について検討しているものの，ASD 者のカモ
フラージュは近年急速に研究されている分野であ
り，最新の研究動向を検討する必要がある。また，
Zhuang et al. （2023）のレビュー対象であった研究
は質的研究が多く，カモフラージュに関する量的研
究の文献的検討が必要である。

そこで，本研究は ASD 者の過剰なカモフラージュ
を軽減するために，カモフラージュを引き起こす心
理社会的要因とカモフラージュによる心理社会的影
響の２つの観点から文献的検討を行う。具体的には，
何がカモフラージュを生じさせるのか，カモフラー
ジュがどのような影響をもたらすのかについて，特
に心理社会的側面に焦点を当てて，これまで明らか
になっていることと今後の課題を明らかにすること
を目的とする。これにより，必要とされる心理的・
社会的支援や介入方法の示唆を得ることが期待でき
る。本研究では，カモフラージュを引き起こす要因
とその影響を心理社会的側面から検討を行った文献
レビューである Zhuang et al.（2023）の対象論文
の刊行日以降である，2023 年 1 月以降の国内外の
論文を対象とした。

方法
分析対象の論文抽出

2025 年 2 月～ 3 月に，APA PsycArticles，APA 
PsycINFO，ERIC，PubMed を 用 い て，「Autism 
Spectrum Disorder」，「Autistic Disorder」，

「Asperger Syndrome」，「autis*」，「asperger*」，
「pervasive development」，「ASD」，「PDD」，
「camouf lage*」，「mask*」，「compensate*」，
「impression management」，「self-presentation」，
「peer imitation」，「social imitation」の用語を組み
合わせて検索した。検索された論文は Zhuang et 
al. （2023）を参考に以下の基準を設定し，筆頭著者
が文献を抽出した。（a）カモフラージュや精神的健
康についての心理社会的要因（個人の心理学的特徴

（例：自閉アイデンティティ（autistic identity），自
尊心）や社会的環境に関連した要因（例：スティグマ，
ソーシャルサポート，差別やいじめなどのつらい経
験））に関する質的・量的データが含まれていること，

（b）テーマのうち少なくとも一つあるいはサブテー

1  当初は Summerill & Summers （2025）のレビュー対象
論文も検索条件に含めていた。その理由は Summerill & 
Summers （2025）は，カモフラージュによる精神的影響
を検討することを目的とし，カモフラージュを引き起こ
す要因については検討をしておらず，本研究とレビュー
の観点が異なるからであった。検索の結果，Summerill & 
Summers （2025）の対象論文（2023 年 12 月までが対象）

のうち，Remnélius & Bölte （2024）のみが検索条件を満
たした。しかしながら，Remnélius & Bölte （2024）はカ
モフラージュが与える影響のみを検討をした研究であり，
カモフラージュを引き起こす要因についての知見は示され
ていなかったため，最終的に本研究のレビュー対象からは
除外することにした。
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るときの無理している自分との間で「自分らしさ」
の混乱が生じることがデメリットとして示された。
したがって，ASD 者はカモフラージュにより自分
をコントロールすることで他者とつながろうとした
結果，その目的はある程度達成されるが，心が安ら
ぐ人との繋がりを得ることができなかったり，必要
な支援を受ける機会が失われたり，また自尊心も低
下していったりして疲弊していき，かつそれらの苦
しみが周囲の人からは見えにくいことから，カモフ
ラージュの観点からの ASD 者への支援が必要であ
ろう。

Zhuang et al. （2023） は，前述した文献レビュー
によって ASD 者のカモフラージュを引き起こす要
因について，個人の心理的側面や周囲の人の関わり
方や環境などの社会的側面から検討している。その
結果，ASD 者のカモフラージュを引き起こす心理
社会的要因として，ASD 者が定型発達者の世界に
おいて社会的規範とプレッシャーを強く感じている
こと，社会的に受け入れられることを求め，拒絶さ
れることを怖がること，自分は不完全だ，ASD で
あることを負い目に感じているなどの自尊心が低い
ことやアイデンティティが不安定であることの四つ
を挙げている。以上のように，ASD 者がカモフラー
ジュをおこなう心理社会的動機は一定程度示されて
いるが，先行研究では質的研究が多く，カモフラー
ジュを引き起こす心理社会的要因を実証的に特定す
るためには，量的研究でのカモフラージュに至る要
因の検討も必要である。

これまでの研究では，ASD 者のカモフラージュ
の程度と精神的健康度の関連について多く検討され
てきた。カモフラージュによる ASD 者の精神的健
康への影響を検討することで，ASD 者に対してど
のようなメンタルヘルス支援が適切かを考えるうえ
で示唆を得ることが期待できる。しかし，カモフラー
ジュを軽減するためには，同時にカモフラージュを
引き起こす要因を検討することも必要であるが，こ
れを検討している研究は十分ではない。Zhuang et 

camoufl aging）」と呼ばれることもある。カモフラー
ジュは「補償」，「マスキング」，「同化」の要素に分
類され，出水・石丸（2021）や Hull et al. （2017； 
2019）によると，「補償」とは，ASD に伴う社会的，
コミュニケーションの困難を回避する方法を見つけ
ることで，他者が話したことばをそっくりまねて
話すことなどが挙げられる。「マスキング」は ASD
的な側面を隠し，非 ASD 的な人格を見せることを
指し，例えば自然にではなく意識的に目や鼻先を見
て相手の話を聞いているようにふるまうことが挙げ
られる。「同化」とは，本人が不快だと感じている
状況に対して，その不快感を表に出さずにその場に
溶け込もうとすることを指す。

ASD 者のカモフラージュは海外，特に欧米で研
究が進んでおり，近年は特にカモフラージュによ
る精神的影響を検討したものが多い。Summerill 
& Summers （2025）は，ASD 者のカモフラージュ
による肯定的・否定的影響について，レビュー論
文を含めて幅広い文献検討を行っている。その結
果，カモフラージュは ASD 者に対して短期的には
利益があるが，長期的には悪影響を及ぼすことが
明らかになった。短期的利益としては，スティグ
マを回避できること（Cook, Crane et al., 2021），他
者とのつながりを得られること（Livingston et al., 
2019;Mantzalas et al., 2022; Bradley et al., 2021），
他者とのコミュニケーションの代替方法として使用
できること（Howard & Sedgesick, 2021）が挙げら
れた。一方，長期的悪影響としては，ASD 者は本
当の自分とカモフラージュをしている自分との間
で葛藤が起こり，アイデンティティが脅かされる
などのアイデンティティへの影響，診断の遅れや
誤診，精神的疲労やバーンアウト（e.g., Mantzalas 
et al., 2022; Miller et al., 2021; Radulski, 2022），不
安障害や抑うつ，ストレス，ひいては自殺など

（e.g., Beck et al, 2020; Bradley et al., 2021; Bowri 
et al., 2021）がみられることを示した。以上から
Summerill & Summers （2025）は，ASD 者のカモ
フラージュの肯定的・否定的両方の影響を考慮して，
ASD 者の過剰なカモフラージュを軽減させるため
の介入方法を発展させる必要性を示唆している。

また Zhuang et al.（2023）は質的研究を中心に
系統的文献レビューを行っている。その結果，カ
モフラージュによる ASD 者の精神的健康やウェル
ビーイングへの影響については，カモフラージュ
が ASD 者に対して主体性を発揮し自分を制御する
ための実際的な方法であること，カモフラージュを
する ASD 者は支援者から見逃され，支援されずに
燃え尽きてしまうこと，ASD 者は本当の自分を見
せてしまうと愛されないと思うようになるなど社会
的関係における影響があること，自尊心の低さとア
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については，一般集団のみが 1 件，ASD 者のみが
6 件，ASD 者と非 ASD 者が 3 件，ASD 者と一般
集団が 1 件，ASD 者・非 ASD 者とそれぞれの養育
者が 1 件，外国の一般集団と日本の一般集団の比較
が 1 件であった。また，対象者の属性を限定したも

断研究の双方を含んでいた。

研究対象者の特徴
研究対象者の性別については論文に記載がないも

のも多くみられたため，検討しなかった。研究対象

─ 62 ─

（62）



結果であった。
さらに，ASD 特性の測定方法は，主に自己評定

と観察者による他者評定があるが，両者の得点差の
大きさの比較検討が行われていた。Lei et al. （2024）
は，ASD の青年と養育者の両方とも，ASD 特性や
全般性不安障害の症状を高く評価した場合，また
ASD 青年の ASD 特性・全般性不安障害・抑うつ
の症状の評定が養育者の評定を超えていた場合に，
ASD の青年はカモフラージュの程度が高いが，彼
らは他者から見て周囲に適応できていると感じるほ
どには定型発達者に溶け込むことができていないこ
とを新たに明らかにした。
ASDの理解度　ASD の理解度は，これまでの

レビュー論文では検討されていない要因であった。
Oshima et al. （2024）は，日本の ASD の若者はイ
ギリスの ASD の若者よりも ASD に対する自己理
解が低いことを報告した。このことから，Oshima 
et al. （2024）は，日本の ASD の人々が ASD の特
徴に関する教育を受ける機会がほとんどないため，
ASD の特徴を理解して受容したり支援を受けたり
することができないまま，社会に過剰適応（社会的
カモフラージュ）をする状況が生じると考察してい
た。
性別　Milner et al. （2023）は診断済みの女性

の方が診断済みの男性よりもカモフラージュ得点
（CAT-Q）が高いが，ASD 特性が高い群では性差
はなかったことを示した。よって，カモフラージュ
の程度の男女差は，診断の有無に影響を受けること
が示唆された。
自閉アイデンティティ　Loo et al. （2024）は，こ

れまでのレビュー論文の知見と同様に，ASD 的ア
イデンティティが強いほど ASD を周囲にカミング
アウトする傾向にあり，それがカモフラージュの
減少につながることを示唆した。一方，Tamura et 
al. （2025）は，ASD 者がより肯定的な自閉アイデ
ンティティを持っていても，診断を開示して他者
からさらなるスティグマや否定的レッテルを張ら
れる恐怖から ASD の特徴を隠すためにカモフラー
ジュを行う可能性を示唆し，これまでのレビュー論
文と相反する結果を報告していた。加えて，Loo et 
al. （2024）は，カモフラージュが減少するときは，
ASD 者がより活動的に自分に合った環境を求める
ようになったときであり，ASD 者が自分の定型発
達の人との違いや強み，欲求などを周囲に伝えるこ
とで，スティグマなしに異なるアイデンティティと
して自身の ASD をより受け入れられる自分なりの
方法を見出すことを示し，ASD 者が周囲に働きか
ける重要性を示唆した（Loo et al., 2024）。
ASD の診断の有無　Milner et al.（2023） は，

自己報告による ASD 得点と観察者評定による ASD

の（サブカルチャーのクリエイター）が 1 件あった。
研究対象者の年代は，成人が 10 件，若年成人が

1 件，未成年（青年）が 1 件であった。1 件が成人
と若年成人をそれぞれ研究対象としていた。年齢の
範囲は広いものが多かった（6 件）。年齢の詳細な
範囲が不明の 3 件は，すべて成人であることのみ記
載があった。

カモフラージュの程度の測定方法
測定方法は，CAT-Q （Hull et al., 2019）を用いた

ものが 12 件であった。その内訳は，すべての量的
研究 11 件，質的研究 1 件において使用されていた。
面接の中で評価を行う質的研究が 1 件あった。カモ
フラージュを構成する 3 要素ではないが，自分の印
象をコントロールして他者にとって受け入れやすい
自分を見せようとする自己呈示も，カモフラージュ
の程度を推測する指標となると考えられ，特定の自
己呈示戦略を測定する自己呈示方略尺度（The Self-
Presentation Tactics；SPT （Lee et al., 1999））が 1
件の論文で使用されていた （Ai et al., 2024）。

カモフラージュを引き起こす心理社会的要因
カモフラージュを引き起こす心理的要因は，以

下の 11 の要因が挙げられていた。以下，本研究で
参 考 に し た，Zhuang et al. （2023），Summeril & 
Summers （2025）の 2 つのレビュー論文をこれま
でのレビュー論文とする。
セルフスティグマ　これまでのレビュー論文と

同様に，Tamura et al. （2025）は，カモフラージュ
の程度がより高いほど，ASD 者が自覚しているス
ティグマがより高いことを明らかにしていた。さ
らに，Ai et al. （2024）は，印象管理（impression 
management）が内面化されたスティグマと精神的
健康や自分らしさ（authenticity）の低下との間を
部分的に媒介していたことを新たに示していた。
ASD 特性　Hongo et al. （2024）は，ASD の診

断の有無に関わらず，ASD 的特徴が多い人ほどそ
の特徴をカモフラージュしていることを示してい
た。Kuo et al. （2024）は，カモフラージュと，マ
インドリーディングを除きほとんどの自閉症スペ
クトラム指数 （Autism-Spectrum Quotient；以下，
AQ）の下位尺度との間に正の相関があったことを
報告していた。また，Ai et al. （2024）は，カモフ
ラージュと自己呈示の程度を ASD 傾向がある者と
ADHD （Attention Defi cit Hyperactivity Disorder）
傾向がある者とで比較を行った。その結果，カモフ
ラージュと自己呈示は両者で反対の傾向を示すこと
が明らかにされ，カモフラージュと ASD 傾向の関
連性に関与する独自の要因がある可能性が示唆され
た。以上の知見はこれまでのレビュー論文と同様の
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ラージュと正の相関があったことも報告していた 
（Tamura et al., 2025）。このことから，ASD 者がよ
り肯定的な自閉アイデンティティを持っていても，
診断を開示して他者からさらなるスティグマや否定
的レッテルを張られる恐怖から自閉的特徴を隠すた
めにカモフラージュを行う可能性が示唆された。以
上の知見はいずれもこれまでのレビュー論文には見
られない知見であった。

カモフラージュによる心理社会的影響
カモフラージュによる心理社会的影響について

は，以下の 3 つが挙げられていた。
カモフラージュによる精神的健康への影響　本研

究の対象論文からはこれまでのレビュー論文では検
討されてこなかった，以下の新しい知見が示されて
いた。Ai et al. （2024）は，カモフラージュと精神
的健康の関連に性別が影響することを示した。カモ
フラージュの程度が高い ASD 者では，女性の方が
より大きな不安，精神的ウェルビーイングの低下，
より大きな自己調節疲労を報告することを明らか
にした。さらに，ASD の特徴のレベルが高いほど，
カモフラージュの増加は，精神的健康の低下を予測
したこと，自己呈示を増加させた ASD 者では，女
性の方が精神的ウェルビーイングが低く，自己調節
疲労が大きいことも報告した。

Bradley et al. （2024）は，カモフラージュの程度
の高さは摂食障害症状の有意で重要な予測因子であ
ることを示した。その他にも，カモフラージュの程
度の高さは精神的健康度の低さと関連があることも
いくつかの研究で明らかになっていた（Bradley et 
al., 2024; Keating et al., 2024; Kuo et al., 2024; Lei et 
al., 2024; Remnélius & Bölte, 2024）。

Tamura et al. （2025）は，カモフラージュはスティ
グマと抑うつ，全般性不安症，社交不安と関連があっ
たが，ウェルビーイングとは関連がなかったことを
示した。
媒介・調整因子の検討　媒介・調整因子の検討は，

これまでのレビュー論文ではみられなかった。本研
究の対象論文からは以下の知見が示された。Ai et 
al. （2024）は，ASD 特性が高いほど，カモフラージュ
の増加が，精神的健康の低下を予測したと報告して
いる。また，Tamura et al. （2025）は，ASD 者の
スティグマの認知は，ASD 者の精神的幸福 ，抑う
つ，全般性不安，社交不安と有意かつ負の関係にあっ
たことや，カモフラージュはスティグマと抑うつ，
全般性不安，社交不安との関係を完全にあるいは部

得点，心の理論課題得点と観察者評定による ASD
得点の 2 つの差得点を設定し，その差得点が大き
いほど ASD 特性が周囲に気づかれないようカモ
フラージュしていると操作的に定義した。その結
果，ASD の特性を持つが診断がない者の方が ASD
診断のある者よりも 2 つの差得点が大きかったが，
ASD 特性の自己評定得点は両群で差がみられない
ことを示した。
ASDの診断年齢　Milner et al. （2024）は，男性

に比べて女性はカモフラージュと ASD の診断年齢
により強い関連があることを報告した。具体的に
は，女性の方が診断の平均年齢が高いことを明らか
にした。特にカモフラージュの程度が高い女性の
ASD の診断年齢が高いことを示唆し，これまでの
レビュー論文と異なる知見を示した。
社会的適合・承認への欲求　Pryke-Hobbes et al. 

（2023）は，仕事場に場面を限定して検討した。仕
事場でのカモフラージュ（当該論文では「マスキン
グ」という用語を用いているが，カモフラージュ
と同義で使用している）は，社会的承認を得るこ
と，差別的・偏見的待遇を回避すること，よりよい
雇用成果を得ることなどのための戦略として機能し
ていたことを示した。これらの知見はこれまでのレ
ビュー論文と同様の結果であった。
周囲からの否定的経験　Loo et al. （2024）は，カ

モフラージュを始める動機は，仲間外れやからかい，
いじめなど周囲に適応できていないと感じる社会的
経験によって形成された否定的な自己アイデンティ
ティと関連することを明らかにした。これらの知見
はこれまでのレビュー論文と同様の結果であった。
社会の不寛容　Loo et al. （2024）は，ASD 特性

による違いを受け入れる風潮がまだ社会的に不足
していることが ASD 者の自己アイデンティティに
否定的な影響を与え，ASD 者はカモフラージュを
行い，非 ASD 者との違いを隠す対処法として用い
るようになると示唆した。この知見はこれまでのレ
ビュー論文と同様の結果であった。

その他，複数の要素がカモフラージュを引き起こ
す要因であることを示した研究もあった。Tamura 
et al. （2025）は，女性またはノンバイナリー 2 であ
ること，年齢が若いこと，診断時の年齢が高いこと
は，カモフラージュの程度が高いことと有意に関連
していたことを示した。また，スティグマ化され
た ASD 的特徴を隠すことまたは否定することと，
それに価値を置くまたは受容するといった，ASD
特性の拒絶と受容の両方の対処法はともにカモフ

2  ノンバイナリーとは，厳格な男性・女性二元論の境界の外
側に位置しており，性自認としては，生物学的な性別（男
性，女性，またはインターセックス）や性的指向（異性愛，

同性愛，両性愛，またはパンセクシュアル）とは独立して
いる人々を指す (Liszewski，2018)。
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が ASD についての教育を受ける機会の少なさが，
ASD 特性に気づくきっかけの欠如につながり，日
本人の過剰適応につながることも示唆された。また
Hongo et al. （2024）は，日本版 CAT-Q 作成にあたっ
て， ASD 成人と非 ASD 成人の ASD の特徴と同化，
補償，マスキングの３要素の関連をイギリスの結果
と比較した。その結果，全体的な CAT-Q-J とその
下位尺度のうち同化は，社交不安，一般不安，抑う
つの測定値と正の相関があった。また，イギリスの
結果とは異なり，日本の ASD 者では，補償とマス
キングと精神的健康との間に負の相関はみられな
かったことを示した。Hongo et al. （2024）は，両
国の差は，日本の ASD 者には補償やマスキングが
ストレスになる人もいれば，協調性の強い日本社会
で生きていく上ではむしろこれらを行使したほうが
よい人もいて，日本人の ASD 者の補償やマスキン
グの精神的健康への影響が一貫しないことを示唆し
た。さらに，イギリスでは，マスキングは非 ASD
者の ASD 的特徴と相関していたが，日本では，マ
スキングだけでなく補償も相関していたことを報
告した。Hongo et al. （2024）は，Hull et al. （2019）
が示唆したように，ASD 者と非 ASD 者では，マス
キング戦略を用いる動機が異なる可能性があり，日
本の ASD 者にとって補償やマスキングは，多数派
の非 ASD 者のコミュニケーションスタイルに近づ
くための戦略なのかもしれないと考察していた。

さらに，カモフラージュによる診断時期への影響
の検討もあった。Milner et al. （2023）は，効果的
なカモフラージュは ASD 特性が高い者の未診断に
つながりやすく，カモフラージュが効果的なのは，
未診断の ASD 特性が高い者であることを示唆して
いた。

考察
本研究では，2023 年 1 月～ 2025 年 3 月までの先

行研究に見られる ASD 者のカモフラージュを引き
起こす心理社会的要因とカモフラージュによる心理
社会的影響を整理することを目的とした。以下，上
記の観点から明らかになっていることと今後の課題
や展望，本研究の限界を述べる。

カモフラージュを引き起こす心理社会的要因
カモフラージュを引き起こす心理社会的要因と

して，対象論文では，セルフスティグマ，ASD 特
性，ASD の理解度，性別，自閉アイデンティティ，
ASD の診断の有無，ASD の診断年齢，社会的適
合・承認への欲求，周囲からの否定的経験，社会の
不寛容が挙げられ，個人的要因から社会的要因まで
様々な要因が検討されていた。ただし，量的研究で
はカモフラージュとある要因の相関を示したものは

分的に媒介したことなどを報告した。
Moore et al. （2024）は，ASD 特性は，すべての

メンタルヘルス変数，補償と有意な弱い相関があり，
同化と有意な中程度の相関を示したと報告した。ま
た，ASD 特性と不安・抑うつ・自殺・肯定的ウェ
ルビーイングの間には，同化による有意な正の間接
効果があった。ASD 特性と肯定的なウェルビーイ
ングの間にもまた，補償による有意で否定的な間接
効果があったことや，カモフラージュに関しては，
同化は精神的ウェルビーイングのすべての領域に負
の影響を与えたが，補償は特に肯定的ウェルビー
イングの改善に関係し，マスキングは影響を与え
なかったことも示した。このことから，ASD 特性
の増加は同化の程度の増加と関連し，同化が精神的
ウェルビーイングに負の影響を与えること，ASD
特性の増加が補償の程度の増加と関連し，それがひ
いてはより高い肯定的ウェルビーイングをもたらす
こと，カモフラージュを隠そうとする試み（マスキ
ング）は精神的幸福に影響を与えないことが示唆さ
れた。
カモフラージュによる影響の文化差　カモフラー

ジュによる影響の文化差については，これまでのレ
ビュー論文では検討されていなかった。本研究の対
象論文からは以下の知見が示された。Keating et al. 

（2024）は，ASD 成人において 8 か国間の比較を行
い，ASD の受容とカモフラージュ，メンタルヘル
ス上の困難との間にどのような関係があるのかを検
討した。その結果，ASD の受容，カモフラージュ，
メンタルヘルス上の困難の多国間比較に関しては，
外的受容，個人的受容，抑うつ，不安，ストレスに
おいて，関連する共変量（例えば，年齢・診断年齢・
性別・ASD 特性，アレキシサイミア特性，セクシュ
アリティ，教育レベル，言語能力，併存疾患の有無）
でコントロールした後でも，国別の有意差が認めら
れた。したがって，カモフラージュに関わる個人要
因や国による様々な社会的条件の違いを統制しても
なお，外的受容，個人的受容，抑うつ，不安，スト
レスにおける ASD の受容，カモフラージュ，メン
タルヘルス上の困難の異文化間差異があることが示
された。

Oshima et al. （2024）は，日本の ASD 成人にお
けるカモフラージュと精神的健康の関係をイギリス
の結果と比較した。その結果，イギリスでは，社会
的カモフラージュが多いほど精神的な健康状態が悪
かったが，日本では社会的カモフラージュが過剰ま
たは過少であることが精神的な健康状態の悪化と関
連していたことが明らかになった。このことは，日
本では集団主義が定着しており，ある程度はカモフ
ラージュを行う方が日本社会で快適に生活できる
ということを示唆している。また，日本の ASD 者
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ラージュと正の相関があったことも報告していた 
（Tamura et al., 2025）。このことから，ASD 者がよ
り肯定的な自閉アイデンティティを持っていても，
診断を開示して他者からさらなるスティグマや否定
的レッテルを張られる恐怖から自閉的特徴を隠すた
めにカモフラージュを行う可能性が示唆された。以
上の知見はいずれもこれまでのレビュー論文には見
られない知見であった。

カモフラージュによる心理社会的影響
カモフラージュによる心理社会的影響について

は，以下の 3 つが挙げられていた。
カモフラージュによる精神的健康への影響　本研

究の対象論文からはこれまでのレビュー論文では検
討されてこなかった，以下の新しい知見が示されて
いた。Ai et al. （2024）は，カモフラージュと精神
的健康の関連に性別が影響することを示した。カモ
フラージュの程度が高い ASD 者では，女性の方が
より大きな不安，精神的ウェルビーイングの低下，
より大きな自己調節疲労を報告することを明らか
にした。さらに，ASD の特徴のレベルが高いほど，
カモフラージュの増加は，精神的健康の低下を予測
したこと，自己呈示を増加させた ASD 者では，女
性の方が精神的ウェルビーイングが低く，自己調節
疲労が大きいことも報告した。

Bradley et al. （2024）は，カモフラージュの程度
の高さは摂食障害症状の有意で重要な予測因子であ
ることを示した。その他にも，カモフラージュの程
度の高さは精神的健康度の低さと関連があることも
いくつかの研究で明らかになっていた（Bradley et 
al., 2024; Keating et al., 2024; Kuo et al., 2024; Lei et 
al., 2024; Remnélius & Bölte, 2024）。

Tamura et al. （2025）は，カモフラージュはスティ
グマと抑うつ，全般性不安症，社交不安と関連があっ
たが，ウェルビーイングとは関連がなかったことを
示した。
媒介・調整因子の検討　媒介・調整因子の検討は，

これまでのレビュー論文ではみられなかった。本研
究の対象論文からは以下の知見が示された。Ai et 
al. （2024）は，ASD 特性が高いほど，カモフラージュ
の増加が，精神的健康の低下を予測したと報告して
いる。また，Tamura et al. （2025）は，ASD 者の
スティグマの認知は，ASD 者の精神的幸福 ，抑う
つ，全般性不安，社交不安と有意かつ負の関係にあっ
たことや，カモフラージュはスティグマと抑うつ，
全般性不安，社交不安との関係を完全にあるいは部

得点，心の理論課題得点と観察者評定による ASD
得点の 2 つの差得点を設定し，その差得点が大き
いほど ASD 特性が周囲に気づかれないようカモ
フラージュしていると操作的に定義した。その結
果，ASD の特性を持つが診断がない者の方が ASD
診断のある者よりも 2 つの差得点が大きかったが，
ASD 特性の自己評定得点は両群で差がみられない
ことを示した。
ASDの診断年齢　Milner et al. （2024）は，男性

に比べて女性はカモフラージュと ASD の診断年齢
により強い関連があることを報告した。具体的に
は，女性の方が診断の平均年齢が高いことを明らか
にした。特にカモフラージュの程度が高い女性の
ASD の診断年齢が高いことを示唆し，これまでの
レビュー論文と異なる知見を示した。
社会的適合・承認への欲求　Pryke-Hobbes et al. 

（2023）は，仕事場に場面を限定して検討した。仕
事場でのカモフラージュ（当該論文では「マスキン
グ」という用語を用いているが，カモフラージュ
と同義で使用している）は，社会的承認を得るこ
と，差別的・偏見的待遇を回避すること，よりよい
雇用成果を得ることなどのための戦略として機能し
ていたことを示した。これらの知見はこれまでのレ
ビュー論文と同様の結果であった。
周囲からの否定的経験　Loo et al. （2024）は，カ

モフラージュを始める動機は，仲間外れやからかい，
いじめなど周囲に適応できていないと感じる社会的
経験によって形成された否定的な自己アイデンティ
ティと関連することを明らかにした。これらの知見
はこれまでのレビュー論文と同様の結果であった。
社会の不寛容　Loo et al. （2024）は，ASD 特性

による違いを受け入れる風潮がまだ社会的に不足
していることが ASD 者の自己アイデンティティに
否定的な影響を与え，ASD 者はカモフラージュを
行い，非 ASD 者との違いを隠す対処法として用い
るようになると示唆した。この知見はこれまでのレ
ビュー論文と同様の結果であった。

その他，複数の要素がカモフラージュを引き起こ
す要因であることを示した研究もあった。Tamura 
et al. （2025）は，女性またはノンバイナリー 2 であ
ること，年齢が若いこと，診断時の年齢が高いこと
は，カモフラージュの程度が高いことと有意に関連
していたことを示した。また，スティグマ化され
た ASD 的特徴を隠すことまたは否定することと，
それに価値を置くまたは受容するといった，ASD
特性の拒絶と受容の両方の対処法はともにカモフ

2  ノンバイナリーとは，厳格な男性・女性二元論の境界の外
側に位置しており，性自認としては，生物学的な性別（男
性，女性，またはインターセックス）や性的指向（異性愛，

同性愛，両性愛，またはパンセクシュアル）とは独立して
いる人々を指す (Liszewski，2018)。
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者に溶け込むことができていないことを明らかにし
ていた。したがって，彼らは周囲に適応しようと試
みるが，その具体的方法が分からず，他者に溶け込
むことができない可能性がある。

さらに，ASD 以外の発達障害者と ASD 者の比較
を行った検討もあった。Ai et al. （2024）は，ASD
傾向がある者と ADHD の傾向がある者では，カモ
フラージュと自己呈示の相関が反対の傾向であるこ
とを示した。Ai et al. （2024）は，ADHD者はソーシャ
ルスキルの再学習や行動・認知の水準を修正するよ
う強いられたりすることなく，その代わりに特定の
文脈に素早く上手に適応することを考え，それゆえ
に精神的健康に寄与する効率的な社会的状況に適応
する戦略を身に着けるのに役立った可能性を指摘し
た。加えて，一般的に ADHD 者は ASD 者よりも
周囲の人から特性がわかりやすい場合があり，定型
発達者と同じように行動するよう強いられないこと
で，カモフラージュの程度がより低くなったという
説明も考えられる。

このように，ASD の診断がある者と未診断の者，
さらには他の発達障害の診断がある者のカモフラー
ジュを引き起こす要因，それぞれが具体的にどのよ
うなカモフラージュにつながるのか，また，そのカ
モフラージュがそれぞれにどのような影響をもたら
すのかについてはまだ検討が不十分であり，さらな
る探求が必要とされるだろう。
自閉アイデンティティ　これまでのレビュー論文

では，ASD 的アイデンティティが強いほど ASD を
周囲にカミングアウトする傾向にあり，それがカモ
フラージュの減少につながることが示されており，
Loo et al. （2024）も同様の結果を示していた。一方，
Tamura et al. （2025）は，ASD 者がより肯定的な
自閉アイデンティティを持っていても，診断を開示
して他者からさらなるスティグマや否定的レッテル
を張られる恐怖から ASD の特徴を隠すためにカモ
フラージュを行う可能性を示唆しており，これまで
のレビュー論文とは異なる結果であった。これらは
一見相反する結果だが Tamura et al. （2025）も言
及するように，ASD の診断をカミングアウトする
ことは，より自分の特性を理解してもらえる可能性
がある一方で，否定的なレッテルを張られてしまう
危険性も有しており，ASD 者のカミングアウトに
おけるジレンマを表しているといえる。同様にカモ
フラージュの増減のどちらにも作用する可能性があ
る要因として，ASD 者に対してどのようなセルフ
スティグマを持っているかや，ASD 特性をカミン
グアウトするのか，ASD 特性を隠すのかのどちら
で人とつながり孤独感を癒そうとするかなどが挙げ
られる。さらに，周囲の ASD 者への理解やサポー
トがあると，ASD 者は無理して周囲に適応しよう

多かったが，カモフラージュを予測する要因までの
検討を行った研究は少なかった。一方で，質的研究
においては，カモフラージュに影響する要因を予測
するカテゴリーについて検討がなされていた。カモ
フラージュの要因は，様々な要素が複雑に絡み合っ
ていると考えられるため，今後は媒介因子・調整因
子などのより詳細な検討が必要である。本研究の対
象論文からの知見とこれまでのレビュー論文を比較
し，知見や結果が一致していない項目について以下
に考察を行う。
ASD の診断の有無　これまでのレビュー論文

では，ASD の診断にかかわらず，カモフラージュ
の増加は，より高いレベルの ASD の特徴と関連
していることを示した研究や（Hull et al., 2019; 
Livingston et al., 2020），社会的カモフラージュ行
動尺度（CAT-Q）のスコアが非 ASD 成人と比べ
て ASD 成人の方が高いことを示し，ASD の診断
の有無により年齢によるカモフラージュの発達的変
化に違いが生まれる可能性を示唆した研究がある

（Remnélius & Bölte, 2024）。本研究の対象論文に
おいて，Hongo et al. （2024）は，Hull et al. （2019）
や Livingston et al. （2020）と同様の結果を報告し
た。しかし，Lei et al. （2024）は，ASD 特性の高
い ASD 青年はカモフラージュを行うことを示し，
ASD の診断がある者の方がカモフラージュを行う
ことを示唆していた。一方，Milner et al. （2023）は，
ASD の特性を持つが診断がない者の方が ASD 診断
のある者よりも，自己報告による ASD 得点と観察
者評定による ASD 得点，心の理論課題得点と観察
者評定による ASD 得点の 2 つの差得点が大きかっ
たが，ASD 特性の自己評定得点は両群で差がみら
れないことを示した。したがって，周囲の人から見
て，カモフラージュにより最も周囲に溶け込んでい
るように見えるのは，未診断の ASD 特性が高い者
であることを示唆していた。すなわち，ASD の特
性がある場合，診断の有無に関係なく自身の ASD
特性を自覚しているが，ASD 特性があるが診断が
ない者の方が，社会に適応し承認されなければとい
う思いが強くなり，よりカモフラージュを行い周囲
に溶け込もうと努力している可能性があるといえ
る。

このように，ASD 特性が高い者がよりカモフラー
ジュを行うという知見は一致しているが，ASD の
診断の有無がカモフラージュの程度にどのように影
響するかの知見は一致していない。このような結果
の差が生まれた要因を分析し，さらなる検討を行う
ことが必要である。

また，Lei et al. （2024）は ASD 特性の高い ASD
青年は，よりカモフラージュを行うが，他者から見
て周囲に適応できていると感じるほどには定型発達
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の ASD 特性をあまりカモフラージュしていないと
認識している可能性や，日本の ASD 者は就労にお
ける支援を受けている割合が高く，特定の職場環境
に適合するために，ASD 特性をカモフラージュす
る必要性がそれほどない可能性が示唆された。しか
し，文化差の観点から検討した研究はまだまだ少な
い。海外の実践を参照しながらも，日本社会特有の
ASD 者のカモフラージュにつながる要因の解明と，
日本人に適した支援方法を模索する必要があるので
はないだろうか。
社会的場面や状況の違い　これまでのレビュー論

文では，社会的場面や状況についての検討は見られ
なかった。上記と同じく，カモフラージュは，どの
ような社会的場面や状況で行われるかによっても異
なる。Pryke-Hobbes et al. （2023）は職場でのカモ
フラージュの検討を行い，職場は他の場面と異な
り，カモフラージュをするか否かを選ぶ自由度が少
なく，カモフラージュをせざるを得ないと参加者が
述べたと報告していた。Kuo et al. （2024）はサブ
カルチャーのクリエイター集団のカモフラージュの
検討を行い，クリエイターのカモフラージュの程度
は，先行研究よりも高い水準であったことを報告し
た。Kuo et al. （2024）は，クリエイターのカモフラー
ジュは ASD 特性を隠すためだけではなく，ACG 

（Anime, Comics, Games）への興味を隠すためにも
使われていて，それが後に一般群よりも強いスト
レスを引き起こす可能性を指摘した。このように，
ASD 者がおかれた場面や状況が ASD 者に対してど
の程度周囲への適応を強いるものであるのか，それ
がどのようにカモフラージュに影響を与えるのかの
検討が求められる。
他の精神疾患との関連　これまでのレビュー論文

では，カモフラージュと他の精神疾患との関連につ
いての検討は見られなかった。Bradley et al. （2024）
は ASD 者のカモフラージュの程度の高さが摂食障
害症状を予測する重要な要因であることを示した
が，カモフラージュがどのような他の精神疾患と関
連するかの検討はまだ進んでおらず，今後のさらな
る研究が期待される。
カモフラージュを構成する3要素の検討　これ

までのレビュー論文では，カモフラージュを構成す
る 3 要素についての検討は見られなかった。本研究
の対象論文では，同化は精神的ウェルビーイングと
負の相関 （Moore et al., 2024）や不安，社交不安，
抑うつと正の相関 （Hongo et al., 2024）が見られ，
補償は肯定的ウェルビーイングと正の相関が見られ
たが他の精神的健康を示す指標とは有意な相関はな
く（Moore et al., 2024），マスキングは精神的健康
との間に有意な相関はなかった （Moore et al., 2024; 
Hongo et al., 2024）。以上より，補償により社会的

とする必要がなくなり，カモフラージュの程度が減
少することが考えられる。このように，個人的要因
や社会的要因がカモフラージュの程度の増減どちら
にも作用する可能性も考慮して検討を行うことが今
後必要とされるだろう。
カモフラージュの程度の男女差　Milner et al. 

（2023）は，ASD の診断の有無がカモフラージュの
程度の男女差に影響を与えることを示唆した。これ
までのレビュー論文では，女性は男性と比べて周囲
に適応することをより求められる風潮があると指摘
されている。よって，ASD 女性は診断を受けたこ
とで，自分はより社会に適応するために努力すべき
だと考え，カモフラージュをより行うようになる
可能性があるといえる。しかし，ASD 男性よりも
ASD 女性の方がカモフラージュの程度が高いとす
る研究が多いものの，一貫した結果が得られている
わけではなく，その原因も文化的要因から生じてい
る可能性を提示するだけにとどまっている。研究結
果が一貫しない要因や研究の違いの検討などを詳細
に行っていく必要がある。
社会的要因の実証的検討　他者からの承認欲求

（Pryke-Hobbes et al., 2023）や周囲からの否定的経
験（Loo et al., 2024）などがカモフラージュの程度
を増加させることが質的研究で言及されているが，
量的研究での言及は見られなかった。これまでのレ
ビュー論文でも社会的要因の実証的検討は進んでい
なかった。ASD 者がこれまで周囲とどのような関
係を築き，その関係性をどう捉え，周囲者は ASD
者にどのような態度をとるかがカモフラージュにど
のように影響を与えるのかを実証的に検討すること
が求められる。

カモフラージュによる心理社会的影響
多くの研究が，カモフラージュによる精神的健康

への悪影響を示しており，媒介因子・調整因子の検
討も進んできており，カモフラージュによる診断時
期への影響も示唆されていた。今後検討が求められ
る要因としては以下 4 つが考えられる。
社会・文化による差異　これまでのレビュー論文

では，社会・文化による差異の検討は見られなかっ
た。どのようなカモフラージュが適応的・不適応的
であるかは，文化によっても異なることが考えられ
る。本研究の対象論文の Keating et al. （2024）は，
8 ヶ国間で ASD 者における ASD の受容とカモフ
ラージュ，メンタルヘルス上の困難の関連を検討し
た。その結果，日本人のカモフラージュの程度が他
国よりも有意に低かったが，関連する共変量で統
制したあとは有意差はみられなかったことを示し
た。このことから，日本人は集団に溶け込むために
周囲の人々に合わせることに慣れているため，自身

─ 67 ─

者に溶け込むことができていないことを明らかにし
ていた。したがって，彼らは周囲に適応しようと試
みるが，その具体的方法が分からず，他者に溶け込
むことができない可能性がある。

さらに，ASD 以外の発達障害者と ASD 者の比較
を行った検討もあった。Ai et al. （2024）は，ASD
傾向がある者と ADHD の傾向がある者では，カモ
フラージュと自己呈示の相関が反対の傾向であるこ
とを示した。Ai et al. （2024）は，ADHD者はソーシャ
ルスキルの再学習や行動・認知の水準を修正するよ
う強いられたりすることなく，その代わりに特定の
文脈に素早く上手に適応することを考え，それゆえ
に精神的健康に寄与する効率的な社会的状況に適応
する戦略を身に着けるのに役立った可能性を指摘し
た。加えて，一般的に ADHD 者は ASD 者よりも
周囲の人から特性がわかりやすい場合があり，定型
発達者と同じように行動するよう強いられないこと
で，カモフラージュの程度がより低くなったという
説明も考えられる。

このように，ASD の診断がある者と未診断の者，
さらには他の発達障害の診断がある者のカモフラー
ジュを引き起こす要因，それぞれが具体的にどのよ
うなカモフラージュにつながるのか，また，そのカ
モフラージュがそれぞれにどのような影響をもたら
すのかについてはまだ検討が不十分であり，さらな
る探求が必要とされるだろう。
自閉アイデンティティ　これまでのレビュー論文

では，ASD 的アイデンティティが強いほど ASD を
周囲にカミングアウトする傾向にあり，それがカモ
フラージュの減少につながることが示されており，
Loo et al. （2024）も同様の結果を示していた。一方，
Tamura et al. （2025）は，ASD 者がより肯定的な
自閉アイデンティティを持っていても，診断を開示
して他者からさらなるスティグマや否定的レッテル
を張られる恐怖から ASD の特徴を隠すためにカモ
フラージュを行う可能性を示唆しており，これまで
のレビュー論文とは異なる結果であった。これらは
一見相反する結果だが Tamura et al. （2025）も言
及するように，ASD の診断をカミングアウトする
ことは，より自分の特性を理解してもらえる可能性
がある一方で，否定的なレッテルを張られてしまう
危険性も有しており，ASD 者のカミングアウトに
おけるジレンマを表しているといえる。同様にカモ
フラージュの増減のどちらにも作用する可能性があ
る要因として，ASD 者に対してどのようなセルフ
スティグマを持っているかや，ASD 特性をカミン
グアウトするのか，ASD 特性を隠すのかのどちら
で人とつながり孤独感を癒そうとするかなどが挙げ
られる。さらに，周囲の ASD 者への理解やサポー
トがあると，ASD 者は無理して周囲に適応しよう

多かったが，カモフラージュを予測する要因までの
検討を行った研究は少なかった。一方で，質的研究
においては，カモフラージュに影響する要因を予測
するカテゴリーについて検討がなされていた。カモ
フラージュの要因は，様々な要素が複雑に絡み合っ
ていると考えられるため，今後は媒介因子・調整因
子などのより詳細な検討が必要である。本研究の対
象論文からの知見とこれまでのレビュー論文を比較
し，知見や結果が一致していない項目について以下
に考察を行う。
ASD の診断の有無　これまでのレビュー論文

では，ASD の診断にかかわらず，カモフラージュ
の増加は，より高いレベルの ASD の特徴と関連
していることを示した研究や（Hull et al., 2019; 
Livingston et al., 2020），社会的カモフラージュ行
動尺度（CAT-Q）のスコアが非 ASD 成人と比べ
て ASD 成人の方が高いことを示し，ASD の診断
の有無により年齢によるカモフラージュの発達的変
化に違いが生まれる可能性を示唆した研究がある

（Remnélius & Bölte, 2024）。本研究の対象論文に
おいて，Hongo et al. （2024）は，Hull et al. （2019）
や Livingston et al. （2020）と同様の結果を報告し
た。しかし，Lei et al. （2024）は，ASD 特性の高
い ASD 青年はカモフラージュを行うことを示し，
ASD の診断がある者の方がカモフラージュを行う
ことを示唆していた。一方，Milner et al. （2023）は，
ASD の特性を持つが診断がない者の方が ASD 診断
のある者よりも，自己報告による ASD 得点と観察
者評定による ASD 得点，心の理論課題得点と観察
者評定による ASD 得点の 2 つの差得点が大きかっ
たが，ASD 特性の自己評定得点は両群で差がみら
れないことを示した。したがって，周囲の人から見
て，カモフラージュにより最も周囲に溶け込んでい
るように見えるのは，未診断の ASD 特性が高い者
であることを示唆していた。すなわち，ASD の特
性がある場合，診断の有無に関係なく自身の ASD
特性を自覚しているが，ASD 特性があるが診断が
ない者の方が，社会に適応し承認されなければとい
う思いが強くなり，よりカモフラージュを行い周囲
に溶け込もうと努力している可能性があるといえ
る。

このように，ASD 特性が高い者がよりカモフラー
ジュを行うという知見は一致しているが，ASD の
診断の有無がカモフラージュの程度にどのように影
響するかの知見は一致していない。このような結果
の差が生まれた要因を分析し，さらなる検討を行う
ことが必要である。

また，Lei et al. （2024）は ASD 特性の高い ASD
青年は，よりカモフラージュを行うが，他者から見
て周囲に適応できていると感じるほどには定型発達
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コミュニケーションの困難を回避することで ASD
者の精神的ウェルビーイングは改善するが，精神疾
患や自殺などその他の精神的健康度には悪影響があ
ること，マスキングにより ASD 特性を隠すこと自
体は精神的健康と関連しないこと，同化により不快
感を出さずに周囲に溶け込もうとすることは ASD
者にとって苦痛であることが示唆された。しかし，
カモフラージュの 3 要素と ASD 特性，精神的健康
の関係を検討した先行研究は少なく，これら 3 要素
が社会的適応や精神的健康に与える影響の違いにつ
いてさらなる検討が求められる。

本研究のまとめと限界
本研究から見出される今後の展望として，第一に

ASD 者と未診断の ASD 特性の高い者との比較が望
まれる。これにより，カモフラージュの適応的側面
と不適応的側面をより明解にすることが期待できる
だろう。

第二に，ASD 者のカモフラージュに周囲との関
係性や周囲の理解，文脈や状況といった社会的要因
がどのように関わるかを検討することが望まれる。
これにより ASD 者の過剰なカモフラージュを予防
できる関係性支援や周囲のサポート，環境を構築し
ていく示唆を得られると思われる。

第三に，カモフラージュが ASD 者の併存する精
神疾患にどう関連するかを検討することが必要であ
る。以上が明らかになれば，ASD 者の精神疾患に
対して過剰なカモフラージュという観点に基づく介
入アプローチを提案できることが期待できる。

第四に，本研究ではカモフラージュの 3 要素の中
でも，特に同化が ASD 者の精神的健康に悪影響を
与えることが示唆された。ASD 者が周囲に合わせ
るために無理している自分に気づき，過剰な適応を
ゆるめることができる機会と場所の提供が求めら
れる。ASD 者が過剰なカモフラージュを軽減させ，
自分らしく生きるためには，自らがカモフラージュ
により苦しみ，それが自分一人ではないことに気づ
くことが必要である。同じ ASD 特性を持ち，似た
悩みを抱える者同士で集まれる当事者グループと
いった居場所（木谷他，2020; 岩男他，2022）や，
ASD 者が過剰にカモフラージュせずに自分らしく
生きられる環境を社会につくることも求められる。

本研究の限界は，データベースを 4 つに限定した
ため，拾いきれなかった論文がある可能性があるこ
とである。また，文献の選定を 1 名で行ったことも
挙げられる。今後はこれらの点を踏まえて，より詳
細に検討することが求められる。
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が社会的適応や精神的健康に与える影響の違いにつ
いてさらなる検討が求められる。

本研究のまとめと限界
本研究から見出される今後の展望として，第一に

ASD 者と未診断の ASD 特性の高い者との比較が望
まれる。これにより，カモフラージュの適応的側面
と不適応的側面をより明解にすることが期待できる
だろう。

第二に，ASD 者のカモフラージュに周囲との関
係性や周囲の理解，文脈や状況といった社会的要因
がどのように関わるかを検討することが望まれる。
これにより ASD 者の過剰なカモフラージュを予防
できる関係性支援や周囲のサポート，環境を構築し
ていく示唆を得られると思われる。

第三に，カモフラージュが ASD 者の併存する精
神疾患にどう関連するかを検討することが必要であ
る。以上が明らかになれば，ASD 者の精神疾患に
対して過剰なカモフラージュという観点に基づく介
入アプローチを提案できることが期待できる。

第四に，本研究ではカモフラージュの 3 要素の中
でも，特に同化が ASD 者の精神的健康に悪影響を
与えることが示唆された。ASD 者が周囲に合わせ
るために無理している自分に気づき，過剰な適応を
ゆるめることができる機会と場所の提供が求めら
れる。ASD 者が過剰なカモフラージュを軽減させ，
自分らしく生きるためには，自らがカモフラージュ
により苦しみ，それが自分一人ではないことに気づ
くことが必要である。同じ ASD 特性を持ち，似た
悩みを抱える者同士で集まれる当事者グループと
いった居場所（木谷他，2020; 岩男他，2022）や，
ASD 者が過剰にカモフラージュせずに自分らしく
生きられる環境を社会につくることも求められる。

本研究の限界は，データベースを 4 つに限定した
ため，拾いきれなかった論文がある可能性があるこ
とである。また，文献の選定を 1 名で行ったことも
挙げられる。今後はこれらの点を踏まえて，より詳
細に検討することが求められる。
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